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当院における小腸穿孔症例の検討

稲葉 聡、寺山裕嗣、有山悌三、菅原 睦、浅川全一



1991年９月から1994年12月までの約３年間に当院で

手術を施行した虫垂炎を除く消化管穿孔症例は44例で

あり，このうち小腸穿孔症例は８例（18.2％）で，

外傷性４例，非外傷性４例であった（表ｌ）。男性５

例,女性３例で,年齢は35～91歳で平均60.1歳であった。
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－１０５－

1991年９月から1994年12月までの約３年間に，当院にて手術を施行した小腸穿孔８例

（外傷性４例，非外傷性４例）について検討した。

理学的所見では，腹膜刺激症状は87.5％，筋性防御は75.0％に認められ高率であった。

検査成績では，白血球数異常は75.0％，ＣＲＰ陽性は71.4％であった。

胸・腹ＸＰでの腹腔内遊離ガス像の検出率は37.5％と低率であったが，腹ＣＴにおける

液体貯留は83.3％と高率であった。外傷性穿孔例では，受傷後長時間（30時間，７日間）

を経て手術に至った症例もあり，経時的な胸・腹ＸＰ，腹ＣＴ検査が有用であった。

術式は，穿孔部縫合閉鎖を５例（62.5％）に，小腸部分切除を３例（37.5％）に施行

した。重篤な術後合併症は認められず，予後は良好であった。死亡例は原疾患（悪性リン

パ腫）による１例のみであった。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：小腸穿孔，悪性リンパ腫，魚骨

44例

故，転倒であった。非外傷性穿孔の原因は，鼠径ヘル

ニア恢頓，絞掘性イレウス，魚骨および悪性リンパ腫

の小腸病変によるものであった。

２．手術までの時間：外傷性穿孔における受傷から

手術までの時間は，１例は４時間と短時間であったが，

他の２例では30時間および７日間と長時間を経て手術

に至った。また受傷時刻不明確のため，不明が１例で

あった（表２)。非外傷性穿孔では，今回の小腸穿孔

に直接関与すると考えられた症状発現から手術までの

時間を考慮すると，２例は９時間（鼠径ヘルニア)，

１２時間(絞拒性イレウス）と比較的短時間であったが，

は じめに

小腸穿孔は消化管穿孔のなかでも比較的稀な疾患で

ある。原因，部位，病態など様々であり診断に難渋し

治療が遷延することも少なくない。今回，過去３年間

の当院における小腸穿孔症例について検討したので報

告する。

対 象

釧路市医師会病院外科

表１消化管穿孔症例
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十二指腸

大腸

小腸

(１６％）

(41％）

(25％）

(18％）
･外傷性４ 例

･非外傷‘性４例

(1991.9-1994.12）

７例

１８例

11例

８例

果

１．穿孔原因：外傷性穿孔はいずれも腹部打撲によ

るもので，打撲原因の内訳は交通事故，鉄材，炭鉱事
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